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教育成果（アウトカム）： 

1． 心臓血管外科における各疾患について、循環生理学的な知識を整理し病態を理解

した上で、さまざまな診断方法によって得られる結果を総合的に把握理解するこ

とで、治療方針を立てる能力へ到達する。 

2． 術前後の患者管理を理解することで、全身管理の基本的知識を得、心疾患のみな

らず全身状態の変化が正確に把握できるレベルに到達する。 

3． 医師たるに望ましい日常の態度と習慣を身に付けることで、自己学習の習慣を養

う。 

4． 術前後の患者とのコミュニケーションを良好に取ることで、生命リスクを伴う手

術を受ける患者心情の変化を十分に理解し、医療人としての患者への接し方を養

う。 

（ディプロマポリシー：1,2,4,5,6） 

 

 

行動目標（SBOs）： 

1． 心臓および血管疾患特有・循環動態が理解でき、手術適応の有無および根拠につ

いて説明できる。 

2． 心臓血管外科における術前・術後の循環動態に異常がある場合、的確な処置を説

明できる。 

3． 心臓血管外科領域疾患の病態生理が良く理解され治療法の選択ができる。 

4． 心臓血管外科領域疾患の診断のアプローチにあたって検査法を理解し、その所見

あるいは成績が説明できる（レ線像、シンチグラム、CT、エコー、血管造影、心

カテーテル検査など）。 

5． 心臓血管外科領域疾患のそれぞれに特有な症状を説明できる。 

6． 心臓血管外科手術の大要と術前・術後の管理が理解できる。 

7． 心臓血管外科における術後の特異な病態生理が理解でき対処できる。 

8． 心臓血管外科における術後の二次的合併症について述べることができる。 

9． 末梢血管の局所解剖を理解し、末梢血管における外科的疾患の病態を把握して、

その治療法を選択できる。 

10． 病歴聴取ならびに術前後の診察を通して、患者と良好なコミュニケーションを取

る。 

11． 一般病棟、集中治療室ならびに手術室でチーム医療を実践している他科の医師、

看護師、臨床工学師、薬剤師から情報収集を行い、チームの一因として良好な関

係を築く。 

 

 

特に留意すべき注意事項： 

1．循環器科としての 4 週の臨床実習のうち 2 週を心臓血管外科の実習に充てる。 



 

2．各学生に指導教官を定め、学生はその指導教官の指示に従い臨床実習を行うこと。 

3．各学生は実習期間中に 1 名の症例を受け持ち、レポートを提出すること。 

 4．毎日の見学、ないしは参加型の実習の内容をポートフォリオに記載する。 

 

 

事前学修内容および事前学修時間： 

 第３学年のシラバスに記載されている循環器学の講義内容を確認し、教科書・レジ

メを用いて事前学修（予習・復習）を行うこと。この事前学修に約１時間を要する。 

更に、基礎的な循環生理学的な知識、電気生理学的な知識、ならびに心臓、肺、血管

を含めた各臓器の正常解剖および病理学的な知識を整理しておくこと。この事前学修

には約１時間を要する。 



 

第 5 学年臨床実習スケジュール[心臓血管外科学] 

[第 1 週] 
指導医師名：①猪飼秋夫教授 ②向井田昌之講師 ③鎌田武特任講師 ④小泉淳一特任講師 ⑤坪井潤一助教 ⑥熊谷和也助教（救急）      指導医  

ああああああ⑦近藤良一助教 ⑧萩原敬之助教 ⑨大山翔吾助教 ⑩田林東助教（任期付） 

曜 1 時限 2 時限 3 時限 4 時限 

月 

 

[場  所] 

[指導医] 

オリエンテーション、病棟実習 

 

[MHC4F、病棟] 

① 

病棟実習 

 

[病棟] 

②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

病棟実習 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

病棟実習 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 
火 

 

[場  所] 

[指導医] 

体外循環（外科） 

 

[MHC-ICU] 

① 

病棟実習 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

病棟実習 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

病棟実習 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 
水 

 

[場  所] 

[指導医] 

虚血性心疾患（外科） 

 

[MHC4F] 

② 

病棟実習 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

病棟実習 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

病棟実習 

 

[病棟、MHC4F] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 
木 

 

[場  所] 

[指導医] 

胸部瘤（外科） 

 

[MHC4F] 

③ 

病棟実習 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

病棟実習 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

病棟実習、症例検討会 

 

[病棟、MHC4F] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 
金 

 

[場  所] 

[指導医] 

人工材料 

 

[MHC4F] 

② 

病棟実習 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

病棟実習 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

病棟実習 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 



 

[第 2 週] 
指導医師名：①猪飼秋夫教授 ②向井田昌之講師 ③鎌田武特任講師 ④小泉淳一特任講師 ⑤坪井潤一助教 ⑥熊谷和也助教（救急）      指導医  

ああああああ⑦近藤良一助教 ⑧萩原敬之助教 ⑨大山翔吾助教 ⑩田林東助教（任期付） 

曜 1 時限 2 時限 3 時限 4 時限 

月 

 

[場  所] 

[指導医] 

血管造影の読影 

 

[病棟] 

③ 

病棟実習 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

病棟実習 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

病棟実習 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 
火 

 

[場  所] 

[指導医] 

下肢血行再建術 

 

[病棟] 

⑦ 

病棟実習 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

病棟実習 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

病棟実習 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 
水 

 

[場  所] 

[指導医] 

弁膜症（外科） 

 

[MHC4F] 

② 

病棟実習  

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

病棟実習 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

病棟実習 

 

[病棟、MHC4F] 

①②③④⑤⑥⑦⑧ 

木 

 

[場  所] 

[指導医] 

先天性心疾患（外科） 

外科解剖 

 

[MHC4F] 

①④ 

病棟実習 

 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

病棟実習 

 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

病棟実習、症例検討会（外科） 

シネカンファランス 

 

[病棟、MHC4F] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 
金 

 

[場  所] 

[指導医] 

弁形成手技 

 

[病棟] 

⑥ 

病棟実習 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

病棟実習 

 

[病棟] 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

外科総括 

 

[MHC4F] 

①②③④⑤ 

 



 

授業に使用する機械・器具と使用目的  
使用区分 使用機器・器具等の名称 台数 使用目的 

実 習 用 機 械 心臓模型 1 台 
心臓全般の解剖、学習用として立体的な解剖を理解す
る。 

実 習 用 機 械 心臓冠動脈模型 1 台 
心臓の中で冠動脈の走行、分岐の名称を理解す
る。 

診 断 用 機 械 心電図 1 台 心電図記録、診断用 

診 断 用 機 械 人工呼吸器 1 台 呼吸管理用 

診 断 用 機 械 
心エコー装置（ドップラー
付） 

1 台 心疾患の診断用 

手 術 用 機 械 ﾊﾟﾙｽｵｷｼﾒｰﾀｰ 1 台 術中、術後管理時の経皮的動脈血O2飽和度を測定。 

手 術 用 機 械 経皮的酸素分圧モニター 1 台 
術中、術後管理時に経皮的に酸素分圧を測
定。 

診 断 用 機 械 酸素テント、ヘッドボックス 2 台 
呼吸不全患者に対してO2投与の調整を行
う。 

診 断 用 機 械 インファントウォーマー 1 台 
新生児、乳児の集中監視装置として使
用。 

診 断 用 機 械 ダイナマップ 1 台 連続血圧測定モニターとして使用。 

診 断 用 機 械 体外式ペースメーカー 1 台 
一時的ペースメーカー植込み患者に
対する脈拍調節用 

診 断 用 機 械 除細動器 1 台 
心房、心室細動患者に対する洞調律
の回復もしくは心蘇生を図る。 

視聴覚用機械 シネアンギオフィルム投与器 1 台 心血管造影フィルムを投影する。 

手 術 用 機 械 人工心肺装置 2 台 心手術用 

診 断 用 機 械 IABP 1 台 補助循環 

手 術 用 機 械 人工血管 数本 人工血管置換術用 

手 術 用 機 械 人工弁 2 個 人工弁置換術用 

そ   の   他 ﾊﾟｿｺﾝ一式（OptiplexGX520） 1 台 臨床実習資料作成用 

 

 

 

成績評価方法 

臨床実習評価は以下の項目について 100 点満点で評価する。 

1．知識：15 点 

2．態度：20 点 

3．技能：10 点 

4．問題解決能力：15 点 

5．技能試験：10 点 

6．指導医評価：10 点 

7．ポートフォリオ：20 点 

 


